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１．口腔センター在籍者名簿 
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
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１．口腔センター在籍者名簿 
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
 
関口 浩(専任歯科医師)，センター長，医療管理者 
  在籍期間：平成 21 年 9 月 1 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医・専門医 
  日本小児歯科学会専門医・指導医 
  日本外傷歯学会認定医・指導医 
大森 勇市郎(非常勤歯科医師) 
  大森矯正歯科クリニック院長 
  在籍期間：平成 5 年 4 月 12 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医 
  日本矯正歯科学会認定医 
三田村 佐智代(非常勤歯科医師) 
  日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座講師 
  在籍期間：平成 18 年 4 月 1 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医・指導医 
  日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 
森永 桂輔(非常勤歯科医師) 
  森永歯科医院院長 
  富士市立中央病院非常勤麻酔医 
  石岡第一病院非常勤麻酔医 
   在籍期間：平成 22 年 5 月 1 日～現在 
  日本歯科麻酔学会認定医 
  アメリカ心臓協会(AHA)BLS インストラクター 
  日本救急医学会 ICLS インストラクター 
景山 万貴子(非常勤歯科医師) 
   日本大学松戸歯学部顎顔面矯正学講座助手 
   在籍期間：平成 25 年 4 月 1 日～現在 
グリーナンせつゑ(非常勤歯科医師) 
  在籍期間：平成 27 年 4 月 1 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医・専門医 
  日本小児歯科学会専門医 
野村 美奈(常勤歯科衛生士)，主任 
  在籍期間：平成 19 年 4 月 1 日～現在 
       平成 11 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日茨城歯科専門学校歯科衛生士科 
  日本障害者歯科学会認定歯科衛生士 
  日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 
  日本歯科衛生士会認定歯科衛生士(摂食嚥下リハビリテーション) 
西蓮寺 寿恵(常勤歯科衛生士)，指導主事 
  在籍期間：平成 25 年 4 月 1 日～現在 
       平成 25 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日茨城歯科専門学校歯科衛生士科 
       平成 18 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日口腔センター水戸常勤歯科衛生士 
  日本障害者歯科学会認定歯科衛生士 
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鬼澤 璃沙(常勤歯科衛生士)，助手 
  在籍期間：平成 25 年 4 月 1 日～平成 29 年 6 月 30 日退職 
       平成 23 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日茨城歯科専門学校歯科衛生士科 
鈴木 伶菜(常勤歯科衛生士)，助手 
  在籍期間：平成 28 年 4 月 1 日～現在 
白戸 美香(常勤歯科衛生士)，助手 
  在籍期間：平成 29 年 4 月 1 日～現在 
薗部 香織(常勤歯科衛生士)，助手 
  在籍期間：平成 29 年 8 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日退職 
金子 雅子(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 13 年 5 月 11 日～現在 
  日本歯科衛生士会認定歯科衛生士(在宅療養指導，口腔機能管理) 
高橋 裕子(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 15 年 2 月 3 日～現在 
横山 恵美子(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 27 年 4 月 1 日～現在 
磯野 敦(非常勤言語聴覚士) 
  在籍期間：平成 27 年 4 月 1 日～現在 
  日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 
  認定言語聴覚士(摂食・嚥下障害領域) 
  児童発達管理責任者 
山田 亜紀子(非常勤言語聴覚士) 
  在籍期間：平成 28 年 4 月 1 日～現在 
庄司 紀子(派遣看護師) 
  茨城県病院局職員(茨城県立中央病院勤務) 
  派遣期間：平成 26 年 6 月 1 日～現在 
高橋 千恵子(派遣看護師) 
  茨城県病院局職員(茨城県立中央病院勤務) 
  派遣期間：平成 26 年 6 月 1 日～現在 
梅原 加代(派遣看護師) 
  茨城県病院局職員(茨城県立中央病院勤務) 
  派遣期間：平成 29 年 2 月 6 日～現在 
磯部 昌己(非常勤) 
  在籍期間：平成 25 年 4 月 22 日～現在 
荒木 益代(非常勤) 
  在籍期間：平成 28 年 4 月 18 日～平成 30 年 3 月 15 日退職 
今井 久美子(非常勤) 
  在籍期間：平成 28 年 4 月 18 日～現在 
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丸山 容子 
歯科医師 

髙木 伸子 
歯科医師 

伊藤 梓 
歯科医師 
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狩野 晴美 
歯科衛生士 

手塚 文栄 
管理栄養士 
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歯科医師 

引地 美穂 
歯科衛生士 

雨海 正江 
歯科衛生士 

征矢 学 
歯科医師 

張山 朋美 
歯科衛生士 

１．口腔センター在籍者名簿 
 

Ⅱ．口腔センター土浦 
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１．口腔センター在籍者名簿 
	
 

Ⅱ．口腔センター土浦 
	
 

丸山 容子(非常勤歯科医師)，医療管理者 
  在籍期間：平成 6 年 4 月 1 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医 
  日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 
髙木 伸子(非常勤歯科医師) 
  たかぎ歯科院長 
  在籍期間：平成 4 年 9 月 29 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医・専門医 
  日本小児歯科学会専門医 
  介護支援専門員 
   日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 
  日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 
伊藤 梓(非常勤歯科医師) 
  日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座助手 
  在籍期間：平成 29 年 4 月 3 日～平成 30 年 3 月 31 日退任 
       平成 24 年 10 月 5 日～平成 27 年 3 月 31 日退任 
  日本障害者歯科学会認定医 
地主 知世(非常勤歯科医師) 
  日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座助手 
  在籍期間：平成 27 年 12 月 14 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定医 
征矢 学(非常勤歯科医師) 
  征矢歯科医院副院長 
  群馬県歯科医師会群馬県歯科総合衛生センター非常勤歯科医師 
  北茨城市民病院歯科口腔外科非常勤歯科医師 
  藤沢市歯科医師会藤沢市口腔保健センター高齢者歯科非常勤歯科医師 
  東京歯科大学歯科麻酔学講座非常勤講師 
  在籍期間：平成 29 年 11 月 1 日～現在 
  日本歯科麻酔学会歯科麻酔専門医・認定医 
坂巻 ますみ(常勤歯科衛生士)，主任 
  在籍期間：平成 25 年 4 月 1 日～現在 
  日本障害者歯科学会認定歯科衛生士 
  日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 
引地 美穂(常勤歯科衛生士)，助手 
  在籍期間：平成 27 年 4 月 1 日～現在 
木村 貴子(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 17 年 10 月 25 日～現在 
  日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 
狩野 晴美(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 21 年 6 月 12 日～現在 
  日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 
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雨海 正江(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 28 年 4 月 1 日～現在 
張山 朋美(非常勤歯科衛生士) 
  在籍期間：平成 30 年 3 月 2 日～現在 
手塚 文栄(非常勤管理栄養士) 
  在籍期間：平成 9 年 7 月 7 日～現在 
  管理栄養士 
  准看護師 
  日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 
  日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 
  日本栄養士会認定在宅訪問管理栄養士 
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２．口腔センター診療内容・日程 
	
 

１）診療内容 
 ①一般歯科・小児歯科・歯科口腔外科などの歯科診療 
  歯科診療に対する不安・恐怖を乗り越えられるような対応を心がけて診療を行います。 
 ②日帰り全身麻酔，静脈内鎮静，笑気吸入鎮静 
  処置回数が多く，集中治療の必要がある場合や恐怖心や不安感が強く，歯科治療が安全に行 
  えない場合などに行います。 
 ③口腔健康管理・指導 
  歯科衛生士による歯面清掃，歯石除去，フッ化物塗布などの専門的な口腔健康管理，また間 
  食指導，発達や機能に応じた歯みがきなどの支援を行います。 
 ④摂食嚥下リハビリテーション 
  食べることが上手にできない方を対象に専門スタッフが指導を行います。 
 ⑤ことばの教室 
  自分の気持ちを言葉で表現できなかったり，発音がしにくいなど，コミュニケーションや発 
  声でお困りのお子さんに言語聴覚士が指導・助言を行います。 
	
 

２）診療日程・担当医 
＜口腔センター水戸＞ 

 
＜口腔センター土浦＞ 

 

診 療 内 容 月 火 水 木 金 

歯 科 診 療 
関口 

景山 

関口 

三田村 

関口 

ｸﾞﾘｰﾅﾝせつゑ 

関口 

大森(午前) 

関口 

大森 

摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ  三田村    

静 脈 内 鎮 静 
森永 森永 森永 森永 

(第 2・4) 

森永 

(第 2・4) 

日 帰 り 全 身 麻 酔 森永     

小児予防歯科診療    関口(午後)  

こ と ば の 教 室 
 山田 

(第 4) 

磯野  山田 

(第 1) 

診 療 内 容 月 火 水 木 金 

歯 科 診 療 伊藤 丸山 丸山 丸山 地主 

摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ 
   髙木・手塚 

(月 1～2 回) 

 

静 脈 内 鎮 静 
 

 

  征矢 

(第 2・4) 
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３．誌上発表 
	
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
	
 

No 題   名 著 者 掲載誌 発行日 

1 

第 25 回茨城県歯科医学会 障害児・者歯科
講演会報告 

関 口  浩 
村 居 幸 夫 
征 矢  亘 
森 永 和 男 

茨歯会報 
№576 
4 月号 
13-15 頁 

平成 29 年
4 月 

2 

口腔センター水戸における初診小児患者の
実態調査 

関 口  浩 
村 居 幸 夫 
征 矢  亘 
森 永 和 男 

茨歯会報 
№577 
5 月号 
22-24 頁 

平成 29 年
5 月 

3 

(公社)茨城県歯科医師会主催｢平成 29 年度
第 1 回障害児・者歯科講演会｣報告 

関 口  浩 
村 居 幸 夫 
征 矢  亘 
森 永 和 男 

茨歯会報 
№578 
6 月号 
11-14 頁 

平成 29 年
6 月 

4 日本外傷歯学会学術用語集 関 口  浩 
(共著) 

ｸｲﾝﾃｯｾﾝｽ出
版株式会社 

平成 29 年
12 月 

	
 
	
 
	
 
	
 

Ⅱ．口腔センター土浦 
	
 

No 題   名 著 者 掲載誌 発行日 

1 

知的障害特別支援学校在籍児の窒息ニアミ
スと摂食機能の一考察 

手 塚 文 栄 
中 村  勇 
星 出 て い 子 
服 部 沙 穂 里 
髙 木 伸 子 

日本摂食嚥 
下リハビリ 
テーション 
学会誌 
21 巻 2 号 
92-98 頁 

平成 29 年
8 月 
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４．学会発表 
	
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
	
 
No 発表形式 題   名 発表者 発表学会 発表日 抄録掲載誌 

1 ポスター 

高度肥満自閉症患者に対す
る日帰り全身麻酔下での歯
科治療経験 

関 口  浩 
森 永 桂 輔 
野 村 美 奈 
鈴 木 伶 菜 
白 戸 美 香 
金 子 雅 子 
高 橋 裕 子 
森 永 和 男 

第 5 6 回 
全国自治体 
病 院 学 会 
(千葉) 

平成 29 年 
10 月 19-20 日 

プログラム 
・抄録集 

2 ポスター 

高度肥満を伴った自閉症患
者の日帰り全身麻酔下歯科
治療経験 

関 口  浩 
森 永 桂 輔 
野 村 美 奈 
鈴 木 伶 菜 
金 子 雅 子 
鈴 木 哉 絵 
森 永 和 男 

第 3 4 回 
日本障害者 
歯科学会総 
会および学 
術大会 
(福岡) 

平成 29 年 
10 月 28-29 日 

日本障害者
歯科学会雑
誌 
38 巻 3 号 
405 頁 

3 一般口演 

口腔センター水戸における
日帰り全身麻酔下歯科治療
の実態調査 

関 口  浩 

森 永 桂 輔 

景 山 万 貴 子 

野 村 美 奈 
西 蓮 寺 寿 恵 
鈴 木 伶 菜 
白 戸 美 香 
薗 部 香 織 
金 子 雅 子 

高 橋 裕 子 

森 永 和 男 

庄 司 紀 子 

高 橋 千 恵 子 

角 田 直 枝 

山 下 千 春 

鈴 木 哉 絵 

第 2 6 回 
茨城県歯科 
医学会 
(水戸) 

平成 30 年 
2 月 25 日 

プログラム 
・抄録集 
11 頁 

4 一般口演 

口腔センター水戸における
日帰り全身麻酔下歯科治療
に関する保護者の意識調査 

関 口  浩 

森 永 桂 輔 

景 山 万 貴 子 

野 村 美 奈 
西 蓮 寺 寿 恵 
鈴 木 伶 菜 
白 戸 美 香 
薗 部 香 織 
金 子 雅 子 

高 橋 裕 子 

森 永 和 男 

庄 司 紀 子 

高 橋 千 恵 子 

角 田 直 枝 

山 下 千 春 

鈴 木 哉 絵 

第 2 6 回 
茨城県歯科 
医学会 
(水戸) 

平成 30 年 
2 月 25 日 

プログラム 
・抄録集 
11 頁 

5 一般口演 

病的肥満自閉症患者の日帰
り全身麻酔下歯科治療経験 

関 口  浩 

森 永 桂 輔 

景 山 万 貴 子 

野 村 美 奈 
西 蓮 寺 寿 恵 

第 2 6 回 
茨城県歯科 
医学会 
(水戸) 

平成 30 年 
2 月 25 日 

プログラム 
・抄録集 
12 頁 
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鈴 木 伶 菜 
白 戸 美 香 
薗 部 香 織 
金 子 雅 子 

高 橋 裕 子 

森 永 和 男 

庄 司 紀 子 

高 橋 千 恵 子 

角 田 直 枝 

鈴 木 哉 絵 

6 一般口演 

頸髄症術後の嚥下障害を呈
した知的障害者への摂食指
導経験 

野 村 美 奈 
三田村佐智代 
鈴 木 伶 菜 
西蓮寺  寿恵 
大 森 勇 市 郎 
関 口  浩 
村 居 幸 夫 
森 永 和 男 

第 2 6 回 
茨城県歯科 
医学会 
(水戸) 

平成 30 年 
2 月 25 日 

プログラム 
・抄録集 
12 頁 

7 ポスター 

障害者歯科における歯科衛
生過程を応用した 1 例 

鈴 木 伶 菜 
野 村 美 奈 
白 戸 美 香 
薗 部 香 織 
金 子 雅 子 

高 橋 裕 子 

関 口  浩 
村 居 幸 夫 
森 永 和 男 

第 2 6 回 
茨城県歯科 
医学会 
(水戸) 

平成 30 年 
2 月 25 日 

プログラム 
・抄録集 
24 頁 

８ 一般口演 

手術中にアナフィラキシー
ショックを発症した２症例 

森 永 桂 輔 第 2 6 回 
茨城県歯科 
医学会 
(水戸) 

平成 30 年 
2 月 25 日 

プログラム 
・抄録集 
22 頁 
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５．学会抄録 
	
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
	
 
発表 No.1 
高度肥満自閉症患者に対する日帰り全身麻酔下での歯科治療経験 
 

○関口 浩，森永桂輔，野村美奈，鈴木伶菜，白戸美香，金子雅子，高橋裕子，森永和男 
 (公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 
 
【目的】 
 高度肥満を伴った自閉症患者に対し日帰り全身麻酔下で歯科治療を行った症例を経験したの
で報告する。本症例の報告にあたり，保護者に発表の趣旨を説明し，書面による同意を得た。 
【症例】 
 患者は 18 歳男性。身長 170cm，体重 150kg。抑制困難なため全身麻酔下での歯科治療が予定
された。既往歴は，自閉症，最重度知的障害，強度行動障害，高度肥満 BMI51.9（kg/m2），睡
眠時無呼吸，ピクウィック症候群，ピクウィック症候群に伴う高度低換気を合併していた。アキ
レス腱短縮が原因で尖足となり，外科手術を受けることなく経過をみていたが，11 歳頃，第二
次性徴に伴い症状が進行し，両足関節機能障害となる。コミュニケーション困難でパニックを起
こすことがあり，睡眠リズムも安定せず，向精神薬を使用している。夜間空腹になると飲食を繰
り返すため，体重コントロールは困難であった。 
【方法】 
 プロポフォール 120mg，ロクロニウム 50mg，フェンタニル 0.1mg で導入を行い，術中はセ
ボフルレン 0.7％，レミフェンタニル 0.13γで維持した。バイタルは安定しており，BP130/60，
HR70，SPO2：99～100％前後を推移した。体位は術者が可能な範囲で半座位とし，病的肥満に
よる換気血流不均衡を最小限にとどめるよう努力した。覚醒はスムーズであった。バイタルは安
定し，意識明瞭で，悪心・嘔吐もなく，歩行もしっかりできることを確認し，抜管後約 1 時間半
で帰宅可とした。帰宅後は，呼吸，発熱に問題はなかった。手術時間 4 時間 55 分，麻酔時間 6
時間 20 分，薬剤等総投与量は酸素 900ℓ，空気 600ℓ，セボフルレン 20ml，レミフェンタニル
6.0mg，フェンタニル 0.2mg であった。処置歯総数は 30 本で，処置内容は歯冠修復 18 本，抜
歯 12 本であった。 
【結果および考察】 
 肥満による生理的変化や合併症のため麻酔上のリスクが高く，麻酔方法の選択・術中の循環呼
吸管理に対して慎重な対応を要する。今回，呼吸抑制もなく安全に日帰り全身麻酔を行い得た。
保護者によれば，処置後に額を壁に打ちつける行為が激減したことから，歯痛が自傷の一因だっ
たことが推察された。 
【結論】 
 体重減少を図るために，定期的に短期入所などの訓練を繰り返し行い，家庭と連携して生活リ
ズムを整えることが今後の課題と思われた。また，定期的に歯科健診を実施し，計画的な口腔管
理の下で口腔ケアを行い，新たな齲蝕発生の防止と歯周疾患の予防に努めることが必要である。 
 
 
発表 No.2 
高度肥満を伴った自閉症患者の日帰り全身麻酔下歯科治療経験 
 

○関口 浩，森永桂輔，野村美奈，鈴木伶菜，金子雅子，鈴木哉絵，森永和男 
 (公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 

 
【緒言】 
 高度肥満を伴った自閉症患者に対し日帰り全身麻酔下で歯科治療を行った症例を経験したの
で報告する。本症例の報告にあたり，保護者に発表の趣旨を説明し，書面による同意を得た。 
【症例】 
 患者は 18 歳男性。身長 170cm，体重 150kg。抑制困難なため全身麻酔下での歯科治療が予定
された。既往歴は，自閉症，最重度知的障害，強度行動障害，高度肥満 BMI51.9（kg/m2），睡
眠時無呼吸，ピクウィック症候群，ピクウィック症候群に伴う高度低換気を合併していた。コミ
ュニケーション困難でパニックを起こすことがあり，睡眠リズムも安定せず，向精神薬を使用し
ている。夜間空腹になると飲食を繰り返すため，体重コントロールは困難であった。 
【経過】 
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 プロポフォール 120mg，ロクロニウム 50mg，フェンタニル 0.1mg で導入を行い，術中はセ
ボフルレン 0.7％，レミフェンタニル 0.13γで維持した。バイタルは安定しており，SPO2：99
～100％前後を推移した。体位は術者が可能な範囲で半座位とし，病的肥満による換気血流不均
衡を最小限にとどめるよう努力した。覚醒はスムーズであった。バイタルは安定し，意識明瞭で，
悪心・嘔吐もなく，歩行もしっかりできることを確認し，抜管後約 1 時間半で帰宅可とした。手
術時間 4 時間 55 分，麻酔時間 6 時間 20 分，処置歯総数は 30 本で，処置内容は歯冠修復 18 本
（歯髄処置 3 本を含む），抜歯 12 本であった。 
【考察および結論】 
 肥満による生理的変化や合併症のため麻酔上のリスクが高く，麻酔方法の選択・術中の循環呼
吸管理に対して慎重な対応を要する。今回，呼吸抑制もなく安全に全身麻酔を行い得た。今後は，
体重減少を図るために，定期的に短期入所などの訓練を繰り返し行い，家庭と連携して生活リズ
ムを整えることが必要と思われた。 
 
 
発表 No.3 
口腔センター水戸における日帰り全身麻酔下歯科治療の実態調査 
 

○関口 浩 1，森永桂輔 1，景山万貴子 1,2，野村美奈 1，西蓮寺寿恵 1，鈴木伶菜 1，白戸美香 1 

薗部香織 1，金子雅子 1高橋裕子 1，森永和男 1，庄司紀子 3，高橋千恵子 3，角田直枝 3 

山下千春 4，鈴木哉絵 5 
(公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 1，日本大学松戸歯学部顎顔面矯正学講座 2 

茨城県立中央病院，茨城県地域がんセンター3，茨城歯科専門学校歯科衛生士科 4 

おやこ屋根の歯科クリニック(牛久市)5 
 
【緒言】 
 茨城県歯科医師会口腔センター水戸では，歯科治療の際に特別な対応が必要な患者に対しては
その患者の治療に対する協力状態により日帰り全身麻酔下での歯科治療を選択している。今回，
当センターにおける全身麻酔下での歯科治療の実態を把握し，さらなる質的向上に役立てる事を
目的に調査を行ったので報告する。 
【対象および方法】 
 調査対象は，平成 26 年 6 月から平成 29 年 9 月までの 3 年 3 か月間に日帰り全身麻酔下で歯
科治療を実施した障害児・者 36 例，不協力健常児 14 例の計 50 例である。全麻実施回数は，1
回が 50 例，2 回が 7 例で，延べ患者数は 57 例である。調査内容は，診療記録をもとに性別，年
齢，居住地域，紹介元医療機関，障害の種類，全身麻酔法，麻酔時間，回復時間，治療時間，治
療内容，術後合併症について調査した。 
【結果】 
①性別は，男性 29 例(57%)，女性 21 例(43%)であり，男性が約 6 割を占めていた。 
②全麻実施時年齢は，0 歳から 10 歳が最も多く 42%であった。次いで，21 歳から 30 歳が 28%，
11 歳から 20 歳が 21%，31 歳から 40 歳が 9%の順であった。0 歳から 20 歳が 63％であり，全
体の約６割を占めていた。なお，最小年齢は 3 歳 2 か月，最高年齢は 33 歳 0 か月，平均年齢は
15 歳 6 か月であった。 
③患者の居住地域は，県北地域が 19 例で最も多く，次いで，県央 10 例，県南 9 例，県西 7 例，
鹿行 4 例の順であった。また県外は福島県が 1 例であった。県内 44 市町村のうち半数以上の 25
市町村から来院していた。 
④紹介元医療機関は，歯科診療所が 62%で最も多く，約 6 割を占めていた。次いで，口腔セン
ター土浦よりの紹介が 10%，病院が 8%，口腔センター水戸の院内紹介が 4％，紹介なしが 16%
であった。紹介なしとは，学校や施設関係者，インターネット検索，知り合いの紹介などであっ
た。 
⑤障害の種類は，知的障害が最も多く 32 例であった。次いで，自閉症が 13 例，てんかんが 7
例，症候群が 5 例，肢体不自由が 3 例，心疾患が 2 例であった。コミュニケーションが困難な障
害が上位を占めていた。 
⑥全身麻酔の方法は，導入法は緩徐導入と急速導入がともに約 50%で，ほぼ同率であった。スラ
イドの写真は，4 歳児に吸入麻酔薬を用いてマスク換気を行い，眠らせてからルートの確保を行
う緩徐導入を行っているところである。恐怖・不安で号泣し，拒否行動が激しい小児の場合など
でルート確保が困難な時に用いる導入法ある。気道確保法は，全例経鼻挿管であった。麻酔維持
法は，全例空気＋酸素＋セボフルレンで行った。拒否行動が激しくルート確保が困難な成人障害
者に対しては，術前に麻酔前投薬としてミダゾラムを経口または筋注投与したケースが 6 例あっ
た。 
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⑦麻酔時間は，平均 3 時間 24 分，治療時間は平均 2 時間 16 分，回復時間は平均 2 時間 21 分で
あった。来院から帰宅までの時間は，平均 6 時間 3 分であった。全麻当日は，患者は午前８時頃
に来院し，帰宅は午後２時頃であった。 
⑧治療内容は，乳歯と永久歯の治療歯を合計した総数 946本でみると，CR充填が最も多く 36.2％
であった。次いで，既製金属冠が 20.0%，抜歯が 15.9%，CR ジャケット冠が 10.6%，生活歯髄
切断が 10.5%であった。なお，１回の全麻での平均処置歯数は 16.6 本であった。 
⑨術後合併症は，翌日に保護者から食事摂取困難，悪心・嘔吐，発熱，ふらつきなどが報告され
た。これらは，気管チューブによる影響や麻酔の影響で体温が一時的ににぶくなるために起こる
事象であり，数日以内に回復した。 
【結論】 
 日帰り全身麻酔は，患者の精神的・時間的・経済的負担を軽減することができ，また歯科治療
の質の確保・効率からも有益であると考える。当センターでは重篤な合併症の発生はなかった。 
 今後も県内各地域の特別な対応が必要な患者に対して，安全で安心できる日帰り全身麻酔下歯
科治療を提供することがセンターの責務と考える。 
 
 
発表 No.4 
口腔センター水戸における日帰り全身麻酔下歯科治療に関する保護者の意識調査 
 

○関口 浩 1，森永桂輔 1，景山万貴子 1,2，野村美奈 1，西蓮寺寿恵 1，鈴木伶菜 1，白戸美香 1 

薗部香織 1，金子雅子 1高橋裕子 1，森永和男 1，庄司紀子 3，高橋千恵子 3，角田直枝 3 

山下千春 4，鈴木哉絵 5 
(公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 1，日本大学松戸歯学部顎顔面矯正学講座 2 

茨城県立中央病院，茨城県地域がんセンター3，茨城歯科専門学校歯科衛生士科 4 

おやこ屋根の歯科クリニック(牛久市)5 
 
【緒言】 
 日帰り全身麻酔下歯科治療について保護者がどのように考えているのかを知ることは，我々が
行っている全麻治療を見直し，より質の高い歯科医療を提供していくうえで重要と考える。今回，
アンケート調査を行い対応について検討したので報告する。 
【対象および方法】 
 調査対象は，平成 26 年 6 月から平成 29 年 9 月までの 3 年 3 か月間に日帰り全身麻酔下で歯
科治療を実施した患者 50 名の保護者ならびに施設職員である。 
 調査方法は，全麻終了後に保護者ならびに施設職員にアンケート用紙を手渡し，記入後に返送
をお願いした。調査内容は，麻酔説明に対する理解度と術前の不安内容，術後の不快・苦痛内容，
全身麻酔下歯科治療に対する負担内容および満足度についてである。 
【結果】 
①アンケート記入者数は 50 名中 42 名で回収率は 84%であった。42 名中，保護者が 41 名 98%，
施設職員が 1 名 2%であった。 
②「麻酔医による説明は充分でしたか」の問いについては，充分であったと回答したのは 39 名
93%，不十分と回答したのは 3 名 7%であった。説明が「不充分」と回答した 3 名に，もっと説
明して欲しかったことを尋ねたところ「安全性」についてが 3 名，「全麻の必要性」が 1 名，「麻
酔方法」が 1 名であった。 
③「術前，不安でしたか」の問いについては，「少し不安だった」が 29 名 70%で最も多く，次
いで，「不安はなかった」が 8 名 19%，「とても不安だった」が 5 名 12％であった。不安と感じ
る保護者は 34 名 82%を占めていた。「不安」と回答した 34 名に，何が不安かを尋ねたところ，
「後遺症」が 12 名，「何となく」が 11 名，「事故の発生」が 4 名，「その他」が 14 名でした。
「その他」の内容は，てんかん発作，術後の体調の戻り具合，術後の歯の痛み，保護者自身でも
経験のない全身麻酔に対する不安，食事摂取，術前検査，麻酔に対するアレルギーなどに関する
不安であった。 
④「帰宅後，心配なことがありましたか」の問いについては，「なかった」が 20 名 48%，「心配
なことがあった」が 22 名 52%であった。「心配はなかった」に比べ、「あった」と回答する者が
わずかに大きな割合を示していた。「心配なことがあった」と回答した 22 名に，何が心配だった
かを尋ねたところ，「発熱」が最も多く 14 名であり，次いで，「食欲不振」が 12 名，「嘔吐」が
10 名，「元気がない」が 7 名でした。 
⑤「周囲からの反対はありましたか」の問いについては，「なかった」が 39 名 93%と大きな割
合を占めていた。しかし，少数ではあるが「あった」が 3 名 7%あり，反対したのは患者の祖父
母であった。 
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⑥「全身麻酔で負担となったことがありましたか」の問いについては，「なかった」が 26 名 62%，
「あった」が 16 名 38％であった。「負担があった」と回答した 16 名に，何が負担だったかを尋
ねたところ，「精神的負担」が最も多く 9 名であり，次いで，「術前の絶飲食」が 5 名，「経済的
負担」が 2 名であった。 
⑦「全身麻酔下での歯科治療は有意義でしたか」の問いについては，「大変有意義だった」が 38
名 90%，「少し有意義だった」が 4 名 10%であった。なお，「有意義ではなかった」とする回答
はみられなかった。 
【考察および結論】 
 今回の調査で，全身麻酔下歯科治療について，90%以上の保護者は満足であり，当センターで
実施している全身麻酔下歯科治療が患者ならびに保護者のニーズに沿ったものであることが示
された。満足の主な理由は，患者のストレス負荷の軽減および少ない通院回数で治療を終了でき
ることが挙げられる。 
 しかし，全身麻酔に不安を持つ保護者が 80%いることから不安を軽減するように術前に更なる
説明が必要であると思われる。特に全身麻酔を初めて受ける患者の保護者や障害・基礎疾患があ
る患者の保護者に対しては，細心の配慮を払う必要があると考える。  
 
 
発表 No.5 
病的肥満自閉症患者の日帰り全身麻酔下歯科治療経験 
 

○関口 浩 1，森永桂輔 1，景山万貴子 1,2，野村美奈 1，西蓮寺寿恵 1，鈴木伶菜 1，白戸美香 1 

薗部香織 1，金子雅子 1高橋裕子 1，森永和男 1，庄司紀子 3，高橋千恵子 3，角田直枝 3 

鈴木哉絵 4 
(公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 1，日本大学松戸歯学部顎顔面矯正学講座 2 

茨城県立中央病院，茨城県地域がんセンター3，おやこ屋根の歯科クリニック(牛久市歯科医師会)4 
 
【緒言】 
 高度肥満を伴った自閉症患者に対し日帰り全身麻酔下で歯科治療を行った症例を経験したの
で報告する。本例の報告にあたり，保護者に発表の趣旨を説明し書面による同意を得た。 
【症例】 
 患者は 18 歳男性。身長 170cm，体重 150kg。抑制困難なため全身麻酔下での歯科治療が予定
された。医科的既往歴は自閉症，最重度知的障害，強度行動障害，高度肥満 BMI51.9(kg/m2)，
睡眠時無呼吸，ピクウィック症候群，ピクウィック症候群に伴う高度低換気を合併していた。コ
ミュニケーション困難でパニックを起こすことがあり，睡眠リズムも安定せず向精神薬を使用し
ている。夜間空腹になると飲食を繰り返すため，体重コントロールは困難であった。 
【経過】 
 プロポフォール 120mg，ロクロニウム 50mg，フェンタニル 0.1mg で導入を行い，術中はセ
ボフルレン 0.7％，レミフェンタニル 0.13γで維持した。バイタルは安定しており，BP130/60，
HR70，SPO2：99～100％前後を推移した。体位は術者が可能な範囲で半座位とし，病的肥満に
よる換気血流不均衡を最小限にとどめるよう努力した。覚醒はスムーズであった。バイタルは安
定し意識明瞭で悪心・嘔吐もなく，歩行もしっかりできることを確認し抜管後約 1 時間半で帰宅
可とした。帰宅後は呼吸，発熱に問題はなかった。手術時間 4 時間 55 分，麻酔時間 6 時間 20
分であった。処置歯総数は 30 本で，処置内容は保存処置 18 本，抜歯 12 本であった。 
【考察および結論】 
 肥満による生理的変化や合併症のため麻酔上のリスクが高く，麻酔方法の選択・術中の循環呼
吸管理に対して慎重な対応を要する。今回，呼吸抑制もなく安全に日帰り全身麻酔を行うことが
できた。 
 また，予定した歯科治療はすべて終了することができた。保護者によれば以前からみられた額
を壁に打ちつける自傷行為が処置後に激減したことから，歯痛が自傷の一因だったことが推察さ
れた。 
 体重減少を図るために，定期的に短期入所などの訓練を繰り返し行い，家庭と連携して生活リ
ズムを整えることが今後の課題と思われた。また，定期的に歯科健診を実施し，計画的な口腔管
理の下で口腔ケアを行い，新たな齲蝕の発生防止と歯周疾患の予防に努めることが必要である。 
 
 
発表 No.6 
頸髄症術後の嚥下障害を呈した知的障害者への摂食指導経験 
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○野村美奈 1，三田村佐智代 1,2，鈴木伶菜 1，西蓮寺寿恵 1，大森勇市郎 1,3，関口 浩 1 
村居幸夫 1，森永和男 1 

(公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 1，日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座 2 

大森矯正歯科クリニック(水戸市歯科医師会)3 
 
【緒言】 
 頸髄症患者においては，摂食嚥下障害がみられことがあり症状や重症度には個人差がある。今
回，知的障害のある，頸髄症の術後に軟口蓋閉鎖不全等で嚥下障害を呈した患者に対して摂食指
導を経験したので報告する。 
【症例】 
 初診時：60 歳の男性。基礎疾患は知的障害，頸髄症術後(環軸椎亜脱臼，頭蓋底陥入症)であり，
主訴は摂取した水分が鼻から流れ出るであった。本患者は障害者支援施設に入所しており，頸髄
症手術の担当医師より手術の後遺症として軟口蓋閉鎖不全が生じる可能性を説明されていたも
のの，共通した適切な支援方法は不明であり，不安であるとの訴えもあった。現症は，頸部の可
動域が狭く，口腔周囲筋の萎縮が見られた。摂食姿勢は前傾姿勢で，刻み食を箸で捕食時には舌
突出が見られた。食事のペースは速く，咀嚼の回数も少ない。水分，プリンのカラメルを摂取し
た際は，嚥下後に両方の鼻孔から流出を認めた。診断は，準備期から口腔期の機能不全とし，初
回目標は，捕食機能の改善および口腔内圧の向上とし，頬訓練，捕食訓練，ペーシンング，摂食
姿勢については机に肘を置き，体幹の保持を行うように指導した。また，鼻漏については口腔内
圧の状態を確認して経過を見ることとした。 
【経過】 
 摂食姿勢が安定し，食事中の姿勢の変化が認められなくなり，捕食時の口唇閉鎖が改善された。
そこで，次に鼻漏の改善を目的に，ブロ―イング訓練を指導した。水分は少量ずつの捕食や顎介
助での嚥下訓練を行ったが，改善は認めらなかった為，ストロー摂取にしたところ鼻漏は減少し，
認められなくなった。外来においても，安定した経口摂取ができており，現在は３か月に 1 回の
受診にて経過を観察している。 
【考察およびまとめ】 
 本症例では，頸髄症術後の軟口蓋閉鎖不全の可能性は説明されていたが，それに対する支援方
法は指導されてこなかった。摂食外来を受診したことで，鼻漏はなくなり，捕食･咀嚼機能やペ
ーシングの改善により安全に食事を行うことができるようになった。知的障害者では指導・訓練
時に指示が入りにくいことや鼻から水分の出る状況が理解できないこともあり，本人が訴えられ
ない部分を施設の職員が補ったことも良い結果につながったと考える。成人期の発達障害者が疾
患による摂食嚥下障害を生じた場合，その症状は複雑であり支援者が共通理解のもと取り組むこ
とが重要であると改めて認識した。 
 
 
発表 No.7 
障害者歯科における歯科衛生過程を応用した 1 例 
 

○鈴木伶菜，野村美奈，白戸美香，薗部香織，金子雅子，高橋裕子，関口 浩 
村居幸夫，森永和男 

(公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 
 
【緒言】 
  (公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸(以下，当センター)では，県内各地区から様々な疾
患を抱えた障害児・者が歯科治療や予防および摂食嚥下リハビリテーション外来等に来院する。
診療や指導に際して歯科保健管理の意味や必要性が理解できず，歯科治療や口腔ケアへの協力が
困難なことが多い。当センターで歯科衛生士として約 1 年半障害児・者に携わり，知的障害を伴
う患者に対して歯科衛生過程を応用した口腔保健管理についての 1 例を紹介する。 
【症例】 
 初診時 33 歳，男性，知的障害，気分障害あり。精神安定剤，利尿剤の服用。主訴は，「かかり
つけの歯科医院はあるが，歯周病が酷くなっていないか心配。また必要があれば治療をきちんと
させたい」と母親からの希望であった。 
【経過】 
 母親より，本人の自立を目指した口腔ケアを 1～2 か月の間隔でして欲しいと希望があった。
初回介入時には染め出しを行い，PCR は 77％であった。磨き残している部位が多くあったため，
12 枚の歯磨き絵カードを使用した。絵カードを見ながら同じように磨くことができ，自宅でも
見られるよう同じものを本人へ渡した。 
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2 回目介入時に前回指導した内容を確認し，絵カードの様子も見ることができた。視覚からの
情報は有効であることを改めて実感できた。平成 29 年 10 月の 6 回目介入時には，PCR も 39%
と初回時よりも半減させることができた。今後の目標は,本人磨きの様子を拝見していくととも
に，定期的なプロフェッショナルケアも行っていきたい。 
【考察】 
 歯磨きに対して抵抗は無いが，本人のみでのブラッシングは不十分なところもあり，より良く
したいという思いから家族からの希望も多い。また，場所や環境の変化で指導内容を忘れたり，
混乱を招いたりする為，本人のペースに合わせて改善していく必要がある。 
【まとめ】 
 障害者歯科の歯科衛生士として，知的障害のある方の口腔衛生管理に携わり，改めて自分の知
識を伝えることや自宅においても指導した内容を実行してもらうことの難しさを痛感した。その
場ではできても，場面が変わると思うようにいかないことは本人にとっても負担であると思う。
そこで諦めずに，繰り返し指導していくことでパターン化でき，どの場面においても自身の口腔
管理が確立できるのではないかと考える。全てを改善していくのは難しいが，本人の能力と家族
の協力も得ながら今後も支援を続けていきたい。 
 
 
発表 No.８ 
手術中にアナフィラキシーショックを発症した２症例 
 

森永桂輔 
森永歯科医院(水戸市歯科医師会)，(公社)茨城県歯科医師会口腔センター水戸 

(公社)地域医療振興会石岡第一病院，富士市立中央病院 
 
 今回，術中にアナフィラキシーショックを発症した症例を経験したので報告した。アナフィラ
キシーショックは，迅速な対応を施さないと死にもつながる緊急性の高い病態である。アナフィ
ラキシーショックに対する確実な治療は，エピネフリン投与のみであると言っても過言ではない。
ましてや，屋外での蜂の刺傷や学校での食物摂取などが原因の点滴を確保できていない状況下で
のアナフィラキシーショックでは，迷わずエピネフリンの筋肉注射を実施できるかが予後に大き
く影響する。 
 アナフィラキシーショックを疑うバイタル上の臨床的特徴は，血圧低下と頻脈である。その鑑
別診断としては出血・心筋梗塞・心タンポナーデ・肺塞栓・緊張性気胸などが挙げられるが，今
回は手術内容・心電図・呼気 CO2モニター・外傷の有無などから推察して除外することは容易で
あった。さらに，アナフィラキシーショックの 80%以上に認めると言われる頸胸部・大腿部など
の皮膚の発赤・腫脹が認められた為，診断は迅速にできた。肥満細胞から大量に放出されたヒス
タミンなどによる血管拡張と血管透過性の亢進がアナフィラキシーの病態生理であるので，点滴
が確保された状況下で，ボリューム確保を目的とした輸液と抗ヒスタミン薬(H1，H2)，ステロ
イドの投与は合理的であり，2 相性ショックの発現予防には有効であると思われるが，即効性は
ない。 
 全身麻酔中のアナフィラキシーショックの原因物質として頻度が高いのは，筋弛緩薬（47%），
ラテックス(20％)，抗生物質(18%)であり，これらの３つで 90%近くを占める。周術期のアナフ
ィラキシー発生頻度は約 0.01％(1 万例に 1 件)といわれ，2009～2011 年の 3 年間で，237 症例
のアナフィラキシーが報告され、そのうち 13 例が心停止、うち 1 例が死亡している。ただ，こ
れはあくまで報告された症例のみであり，個人的には，今回の２症例以外に心停止を伴う重症の
ショックも 10 年ほど前に経験したことがあり，印象としては 2,000 件に 1 件ほどの確率で発生
するのではないかと感じている。 
 一般の歯科外来でアナフィラキシーショックに遭遇することは非常に稀ではあるが，実際にい
つでも起こり得る事柄であり，迅速に対応できる十分な準備が必要である。急変時の対応の基本
は，OMI(O:Oxygen  M:Monitor  I:IV line)である。アナフィラキシーが疑われたらば，迷わず
エピネフリンの筋肉注射を行い(大人:0.3mg，小児:0.15mg），重症と判断したならば速やかな 119
番通報を怠ってはならない。 
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６．講演会・研修会 
	
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
	
 

１）茨城県歯科医師会主催／講演会・研修会 
（１）障害児・者歯科講演会 

 
（２）障害児・者歯科研修会：ベーシックコース 

 
（３）摂食嚥下研修会 

 
２）地域での講演・指導 
（１）茨城県立特別支援学校主催／研修会 

 

No 内   容 実施場所 参加人数 開催年月日 

1 見学 口腔センター水戸 
口腔センター土浦 

歯科衛生士 
4 名 

 平成 29年 
4 月 17 日~ 
10 月 31 日 

No 題   名 講 師 参加人数 開催年月日 

1  早産児・低出生体重児を知っていますか ～小  さかった赤ちゃんたちのこと、知って下さい～   
今村公俊 
今村由紀 66 名  平成 29年 

 6 月 11 日 

2  障害者の歯周病の原因と治療の実際 関野 仁 56 名  平成 30年 
 2 月 25 日 

No 内   容 講 師 参加人数 開催年月日 
 
1 
2 
3 
4 
5 
 
6 

 
講義 食べるための構造とメカニズム 
講義 哺乳・離乳期・自食機能の発達とその障害 
実習 摂食嚥下機能訓練の実際① 
実習 摂食嚥下機能訓練の実際② 
講義 摂食嚥下機能障害への対応 
   ～各障害における摂食指導の実際～ 
講義 摂食嚥下機能評価の方法，事例検討 

三田村佐智代 

 
78 名 
74 名 
65 名 
63 名 
66 名 
 

63 名 

 平成 29年 
 7 月 25 日 
 8 月 22 日 
 9 月 26 日 
10 月 31 日 
11 月 28 日 
 
12 月 19 日 

No 題   名 講 師 開催場所 開催年月日 

1 

安全に楽しく食事をするために 
～食事(摂食・嚥下)に関する研修会と実習～ 
・保護者及び関係者向けの講義 
・学校職員向けの講義・実習 

野村美奈 
(実習・補助) 
西蓮寺寿恵 

県立水戸
特別支援
学校 

 平成 29年 
 5 月 26 日 

２ 

助言：児童生徒の食事を観察 
   その場での指導・助言 
   対象となる児童生徒のケース会議 
講義：食べる機能を育てるために～食べる機能 
   に障害がある子供への支援～ 

野村美奈 
(実習・補助) 
鈴木伶菜 

県立常陸
太田特別
支援学校 

 平成 29年 
 6 月 22 日 

３ 

・児童についての食べる機能の個別相談および
個別指導・助言 
・食べる機能を育てるための事例検討および 
摂食の講義・実技(小学部) 

野村美奈 
(実習・補助) 
鈴木伶菜 

県立常陸
太田特別
支援学校 

 平成 29年 
11 月 30 日 

４ 

・児童についての食べる機能の個別相談および 
個別指導・助言 
・食べる機能を育てるための事例検討および 
摂食の講義・実技(中高等部) 

野村美奈 
(実習・補助) 
白戸美香 

県立常陸
太田特別
支援学校 

 平成 29年 
12 月 20 日 
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（２）療育施設主催／研修会 

 
（３）ひたちなか市社会福祉協議会主催／研修会 

 
（４）認定こども園主催／研修会 

 
 
 
 
 

Ⅱ．口腔センター土浦 
 
１）茨城県歯科医師会主催／講演会・研修会 
（１）障害児・者歯科講演会 

	
 
	
 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

No 題   名 講 師 開催場所 開催年月日 

1 
｜ 
3 

・食べることに関する相談業務 
内容：保護者から食べることに関する相談業務 
   職員・保育士とのケースカンファレンス 野村美奈 

坂東市 
こども発
達支援セ
ンター 

 平成 29年 
 6 月 15 日 
 9月  7日 
11 月 16 日 

4 

食べる機能を育てるために 
～保護者向けの研修会～ 
・食べることに関する相談業務 
内容：保護者から食べることに関する相談業務 
   職員・保育士とのケースカンファレンス 

野村美奈  平成 30年 
 1 月 18 日 

No 題   名 講 師 開催場所 開催年月日 

1 
保育士・施設職員への食べる機能を育てるため
の講義 野村美奈 

御前山認
定こども
園 

平成 30 年 
3 月 10 日 

No 題   名 講 師 開催場所 開催年月日 

1 

・心身障害児療育訓練センター野蒜教室におけ 
る保護者勉強会 
講話・実技：その子にあった摂食の仕方 
・心身障害児療育訓練センターかなりや教室に 
おける保護者勉強会 
講話：咀嚼に嚥下について 
実技：歯磨き指導 

野村美奈 
鈴木伶菜 

ひたちな
か市総合
福祉セン
ター 

平成 30 年 
2 月 8 日 

No 題   名 演 者 参加人数 開催年月日 

1 発達障害の理解と支援 十川奈緒子 49 名 平成 30 年 
1 月 28 日 
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公益社団法人 茨城県歯科医師会主催  

平成29年度『障害児・者歯科研修会：ベーシックコース』のご案内 

対 象 

研修期間 

研修項目 
　　日程 
　　場所 

受 講 料 

申込締切 

申込方法 

問合せ先 

定 員 

茨城県在住または在勤の歯科医師および歯科衛生士で，これから障害児・者歯科診療に取り組もうと
考えている方ならびにすでに取り組まれている方。 
 
6ヶ月(平成29年4月2日～9月29日) 
 
１．講義　日程：4月2日(日)，4月16日(日) 
　　　　　場所：茨城県歯科医師会館３階 第１会議室 
２．実習　日程：4月2日(日)，4月16日(日) 
　　　　　場所：口腔センター水戸診療室 
３．見学　日程：4月17日(月)～9月29日(金) 
　　　　　場所：口腔センター水戸，口腔センター土浦 
　　　　　　　　見学は，2回の講義および実習を修了された方のみ可能です。 
　　　　　　　　所定の見学期間中に，通算で25時間以上の見学を行ってください。 
　　　　　　　　研修終了後も見学を継続して希望される方は，平成30年3月末まで延長することが 
　　　　　　　　可能です(時間数は問いません)。 
※研修内容の詳細は，裏面をお読みください。 
 
無料(受講者の宿泊費，食費，交通費は受講者の負担とする) 
※非会員歯科医師　　資料代　35,000円(税込) 
　非会員歯科衛生士　資料代　15,000円(税込) 
※非会員の方で，受講無料を希望される方は平成29年3月末までに入会手続きをお済ませください。 
※参考図書　　　　　　　　　  4,104円(税・送料込) 
 
歯科医師4名，歯科衛生士4名　計8名 
 
専用申込用紙に必要事項をご記入のうえ，ファックスでお申込みください。 
申込多数の場合は抽選とさせていただきます。なお，申込者数が定員に満たない場合は延期すること
があります。 
 
平成29年2月28日(火) 
 
口腔センター水戸　TEL. 029(254)4177 
問合せ受付時間：月～金　午前9:00～12:00／午後1:00～5:00 
 
講義・実習・見学の全課程を修了された方には，10月初旬に茨城県歯科医師会より修了証を発行し
ます。 

講 師 

修 了 証 

氏　　名 指導医・専門医・認定医 

関 口 　 浩  日本障害者歯科学会認定医，日本小児歯科学会指導医，日本外傷歯学会指導医  

大 森 勇 市 郎  日本障害者歯科学会認定医，日本矯正歯科学会認定医  

三 田 村 佐 智 代  日本障害者歯科学会認定医，日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士  

森 永 桂 輔  日本歯科麻酔学会認定医，アメリカ心臓協会(AHA)BLSインストラクター，日本救急医学会 ICLSインストラクター  

グリーナンせつゑ 日本障害者歯科学会認定医，日本小児歯科学会専門医 

髙 木 伸 子  日本障害者歯科学会認定医，日本小児歯科学会専門医，日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士，介護支援専門員，日本咀嚼学会健康咀嚼指導士 

梅 澤 幸 司  日本障害者歯科学会指導医  

野 村 美 奈  　日本障害者歯科学会認定歯科衛生士，日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士，日本歯科衛生士会認定歯科衛生士(摂食嚥下リハビリテーション) 

手 塚 文 栄  管理栄養士，准看護師 ，日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士，日本咀嚼学会健康咀嚼指導士，日本栄養士会認定在宅訪問管理栄養士  

磯 野 　 敦 言語聴覚士，日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 

河 野 直 弘  言語聴覚士 

７．講演会・研修会要旨 
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█ 申込み方法：下記申込書により，6月7日 (水) までに下記あてにお申し込みください。 
　　　　　　　 (公社) 茨城県歯科医師会 口腔センター水戸 
　　　　　　 　 FAX：029-215-2573 または TEL：029-254-4177 

参 加 申 込 書 
※切り取らずにそのままFAX送信してください 

���� �������
���
��
～�	�
������������
��	�～���

〔今村公俊 先生 略歴〕 
　平成 9 年　東京医科歯科大学医学部医学科 卒業 
　平成12年　土浦協同病院 新生児科 着任 
　平成26年　土浦協同病院 新生児科 部長 
　　　 　　　小児科専門医 
〔講師からのメッセージ〕　 
　早産・低出生体重児の退院後の生活や発達のためには医師だけでなく歯科医師（発達障害の 
　お子さんが治療になると大変です）や理学療法士，作業療法士，言語聴覚士，保健師，社会 
　福祉士，教育機関の先生方など多職種の関わりが重要です。 
　新生児科の治療や経過は新生児科の中で終始し，一般になじみのないものが多くあります。 
　本日はそういった早産・低出生体重児特有の疾患，生理についてお話しすることで新生児科 
　卒業生の診療にご理解を深めていただきたく思います。 
 
〔今村由紀 先生 略歴〕 
　平成11年　東京医科歯科大学 卒業 
　平成18年　東京医科歯科大学大学院小児歯科学分野 入学 
　平成22年　同大学院修了　博士号取得（小児歯科） 
　平成26年　埼玉県八潮市「まゆみ矯正こども歯科」勤務  
　平成26年　｢NPO法人歯ぐくみ｣設立  
　　　 　　　日本小児歯科学会専門医  
〔講師からのメッセージ〕　 
　身体的な障害や自閉症，ダウン症など，診断のついた障害のあるお子さんの場合はその障害 
　に合わせた対応が必要になりますが，「低出生体重児」はそれ自体が病気でも障害でもあり 
　ません。だからこそ，どんな対応が適切なのか？学ぶ機会がほとんどないように思います。 
　低出生体重児だからといって過度に身構える必要はありませんが，特徴的な口腔内の症状が 
　あったり，身体的，精神発達的な障害が見られる場合もあります。 
　低出生体重児によく見られる特徴を知り，また，お子さんがどうやってここまで育ってきた 
　のかを知ることで，歯科医院を訪れる低出生体重児とその保護者の気持ちに寄り添った対応 
　を心がけたいと思っています。 

診療所名 

氏　　名 

電話番号 

住　　所 

職　　種 

FAX番号 

■ 日　時：平成29年�月�� 日（日）　午後１時～３時 
■ 会　場：茨城県歯科医師会館 ３階講堂（水戸市見和2-292-1 ） 
■ 講　師：今村 公俊 先生（土浦協同病院 新生児科部長） 
　　　　　 今村 由紀 先生（まゆみ矯正こども歯科） 
■ 入　場：無料（一般の方も是非ご参加下さい） 

今村公俊 先生 �

今村由紀 先生 �

平成29年度　(公社) 茨城県歯科医師会主催　第1回障害児・者歯科講演会 
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☆ 開催日時： 平成 29年 7月～12月までの 全 6回 ※下記プログラムのとおり 

☆ 開催場所 ： 茨城県歯科医師会館 3F講堂 （水戸市見和 2-292-1） 
 

 

【講 師】 日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座 講師 
       （公社）茨城県歯科医師会 口腔センター水戸 非常勤医 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

＊スタッフ  （公社）茨城県歯科医師会 口腔センター水戸所属歯科衛生士  
 

 

【平成 29年度プログラム】  
月  日 時 間 内       容 

7月 25日(火) 18:20～19:50 第１回 講義 ・食べるための構造とメカニズム 

8月 22日(火) 18:20～19:50 第２回 講義 
・哺乳・離乳期・自食機能の発達と 

その障害 

9月 26日(火) 18:20～19:50 第３回 実習 ・摂食嚥下機能訓練の実際 ① 

10月 31日(火) 18:20～19:50 第４回 実習 ・摂食嚥下機能訓練の実際 ② 

11月 28日(火) 18:20～19:50 第５回 講義 
・摂食嚥下機能障害への対応 

－各障害における摂食指導の実際－ 

12月 19日(火) 18:20～19:50 第６回 講義 
・摂食嚥下機能評価の方法 

・事例検討 

 

 
 

☆ 対 象 ： 茨城県内の障害のある者に関わる職種の方・保護者 

☆ 受講申し込み方法 ： 裏面の申込書にて，一人一枚ずつお申し込みください 

      ＊問い合わせ先＊ 茨城県歯科医師会館内 

（公社）茨城県歯科医師会 口腔センター水戸 

◎FAX：029-215-2573 または TEL：029-254-4177 

 

 

～発達期障害児･者の食べる機能を育てるために～ 

 

茨城県歯科医師会主催 研修会のご案内 

＊講師プロフィール＊  
日本障害者歯科学会認定医 
日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士（歯科医師） 

三田村 佐智代 先生 

千葉県歯科医師会 摂食指導医 

八千代・野田特別支援学校 非常勤講師（摂食） 

松戸こども発達センター 摂食指導医 
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■ 日　時：平成３０年２月２５ 日（日）　午後１時～３時 
■ 会　場：水戸プラザホテル（水戸市千波町2078-1） 
■ 講　師：関野　仁 先生（東京都立心身障害者口腔保健センター診療部 治療室長） 
■ 入　場：無料 
■ 一般の方も是非ご参加下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
█ 申込み方法：下記申込書により，2月21日 (水) までに下記宛てにお申し込みください。 
　　　　　　　 (公社) 茨城県歯科医師会 口腔センター水戸 
　　　　　　 　 FAX：029-215-2573 または TEL：029-254-4177 

参 加 申 込 書 
※切り取らずにそのままFAX送信してください 


����������	��
��

第26回茨城県歯科医学会　障害児・者歯科講演会 

〔略歴〕 
平成10年　東京歯科大学卒業卒業 
平成14年　東京歯科大学大学院歯学研究科修了（歯周病学）  
平成14年　東京都立心身障害者口腔保健センター勤務  
平成26年　東京歯科大学専攻生（歯周病学）  
平成27年　東京都立心身障害者口腔保健センター診療部治療室長  
　　　　　 日本障害者歯科学会認定医，日本歯周病学会専門医  
　　　　　 日本歯周病学会評議員 
 
〔講師からのメッセージ〕　 
　 東京都立心身障害者口腔保健センターでは，歯周病管理に組織的に取り
組み，治療からメインテナンスをシステム化して約10年が経過しました。
その結果，リスクの高い難しい症例に対しても，歯周病の改善や維持が可
能になってきました。また，歯周病の改善に伴い，歯科治療に非協力だっ
た患者の歯科適応が向上していくという現象を多く経験し，QOLに関連す 
る障害者の歯周治療の意義の高さを感じています。 
　そこで今回は，障害者の歯周病の基礎知識と当センターの歯周病管理シ
ステムの実際について，私が経験してきた症例を提示しながら解説してい 
きたいと思います。  

診療所名 

氏　　名 

電話番号 

住　　所 

職　　種 

FAX番号 

(公社) 茨城県歯科医師会主催 
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８．患者統計・研究業績 
	
 
１）口腔センター水戸および口腔センター土浦における延べ患者数の年度別推移 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
２）口腔センター水戸における新患者数の年度別推移 
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３）口腔センター土浦における新患者数の年度別推移 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
４）口腔センター水戸における摂食嚥下リハビリテーション新患者数・延べ患者 
  数の年度別推移 
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５）口腔センター土浦における摂食嚥下リハビリテーション延べ患者数の年度別 
  推移 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
６）口腔センター水戸における静脈内鎮静下歯科診療の新患者数・延べ患者数の 
  年度別推移 
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７）口腔センター土浦における静脈内鎮静下歯科診療の新患者数・延べ患者数の 
  年度別推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8）口腔センター水戸における日帰り全身麻酔下歯科診療の新患者数・延べ患者 
数の年度別推移 
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９）口腔センター水戸における言語相談・指導の新患者数・延べ患者数の年度別 
  推移 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
 
 
 
10）口腔センター水戸における笑気吸入鎮静下歯科診療の延べ患者数の年度別 

推移 
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11）口腔センター土浦における笑気吸入鎮静下歯科診療の延べ患者数の年度別 
推移 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12）平成 29 年度口腔センター水戸および口腔センター土浦における年齢別来院 

患者数 
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13）平成 29 年度口腔センター水戸および口腔センター土浦における障害名別 
来院患者数 
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14）平成 29 年度口腔センター水戸における市町村別来院延べ患者数 
(施設患者は除く) 
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15）平成 29 年度口腔センター土浦における市町村別来院延べ患者数 
(施設患者は除く) 
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16）研究業績の年度別推移 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 



 35 

９．写真で綴るこの１年 
A．学会 
１）第 34 回日本障害者歯科学会（於：福岡国際会議場） 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
 
 
 
 
 

参加者一同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発表者 関口 浩先生 
 
２）第 56 回全国自治体病院学会（於：千葉幕張メッセ） 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

発表者 関口 浩先生	
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３）第 26 回茨城県歯科医学会（於：水戸プラザホテル） 
 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
           発表者 関口 浩先生               発表者 森永桂輔先生 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
         発表者 野村美奈歯科衛生士        発表者 鈴木伶菜歯科衛生士 
	
 
	
 
4）第 23 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会（於：幕張メッセ） 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

参加者一同 
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B．講演会・研修会 
 
１）第 26 回茨城県歯科医学会 障害児・者歯科講演会（於：水戸プラザホテル） 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
      講師 関野 仁先生                               講演風景 
	
 
	
 
	
 
	
 
２）茨城県歯科医師会主催 第 1 回障害児・者歯科講演会（於：茨城県歯科医師会館） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    講師 今村由紀先生 今村公俊先生                   参加者の皆さん 
 
 
 
 
３）茨城県歯科医師会主催 第 2 回障害児・者歯科講演会（於：霞ヶ浦医療センター） 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
            講師 藤川志つ子先生                      参加者との質疑応答 
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４）茨城県歯科医師会主催 障害児・者歯科研修会：ベーシックコース／見学 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
青木美奈子歯科衛生士  會澤 奏歯科衛生士   平山美香歯科衛生士 松田ひとみ歯科衛生士 
	
 
５）茨城県歯科医師会主催 摂食嚥下研修会（於：茨城県歯科医師会館） 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

講師 三田村 佐智代先生 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 
 
 
 
6）茨城県立特別支援学校主催の摂食嚥下研修会（於：県立水戸特別支援学校） 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
    講師 野村美奈歯科衛生士 
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C．その他 
１）水戸・土浦センター合同忘年会（於：土浦・くいもの屋とりせい） 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
  丸山容子先生，DH 雨海正江，DH 白戸美香         髙木伸子先生，DH 狩野晴美 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
 DH 野村美奈，DH 鈴木伶菜，RD 手塚文栄          DH 引地美穂，DH 坂巻ますみ 
 
 
 
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

参加者一同 
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２）口腔センター水戸 薗部香織常勤歯科衛生士退職 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      鈴木伶菜歯科衛生士より花束贈呈            薗部香織歯科衛生士とスタッフ一同 
 
 
3）口腔センター土浦 伊藤 梓非常勤歯科医師退任 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       伊藤 梓先生とスタッフ一同 
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地鎮祭(H29.5.18) 

仮設工事(H29.5.11) 

(新)口腔センター土浦新設場所 

D．(新)口腔センター土浦新築工事過程 
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基礎工事(H29.6.15) 躯体工事(H29.7.11) 

外装工事(H29.9.19) 内装工事(H29.9.19) 

仕上げ工事(H29.10.18) 
(H29.10.18) 

開所式(H29.11.2) 
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口腔センター土浦移設スケジュール 
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新施設外観 

(新)口腔センター土浦施設 
 

施設平面図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 土浦 水戸 
敷 地 面 積 746.88 ㎡        - 
建 築 面 積 335.05 ㎡        - 
床 面 積 327.30 ㎡ 287.90 ㎡ 

②受付 
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③多目的トイレ ④多目的・摂食相談室 

⑤診療室２ ⑦診療室５(全麻室) 

⑧相談室 ⑨エックス線室 

⑩操作コーナ
ー 

⑪消毒室 
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⑫準備コーナ
ーー 

⑬医局 

歯科診療(大串圭太常勤歯科医) 静脈内鎮静下での歯科診療(征矢 学麻酔医) 

エックス線撮影風景 待合室風景 
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土浦市保健センター 

旧口腔センター土浦入口 

旧診療室 

旧施設での診療風景 

(旧)口腔センター土浦施設 
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10．録 事 
 

Ⅰ．口腔センター水戸 
 
平成 2９年 
 4 月 1 日 西蓮寺寿恵歯科衛生士 茨城歯科専門学校歯科衛生士科から口腔センター水戸異動 

白戸美香常勤歯科衛生士就任 
 4 月 17 日 白戸美香歯科衛生士センター研修(1) 

内容：各種薬剤・セメント類の取り扱い，ブローチ綿栓(拭掃・抱摂)，局所麻酔の取 
り扱い 
担当：関口 浩 

 4 月 17 日 茨城県歯科医師会主催 障害児・者歯科研修会：ベーシックコース見学開始 
期間：4 月 17 日～10 月 31 日 
場所：口腔センター水戸，口腔センター土浦 
対象：歯科衛生士 4 名 

 4 月 20 日 白戸美香歯科衛生士センター研修(2) 
内容：ラバーダム防湿，生活歯髄切断，既製金属冠，コンポジットレジン冠 
担当：関口 浩 

 4 月 24 日 第 63 回医局会 
第 52 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，景山万貴子) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 

 5 月 2 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 5 月 20 日 平成 28 年度口腔センター記録(6)発刊 
 5 月 26 日 関口 浩歯科医師 第 55 回日本小児歯科学会大会参加 

会場：北九州市小倉・西日本総合展示場新館 
 5 月 26 日 茨城県立水戸特別支援学校主催 摂食指導研修会 

場所：茨城県立水戸特別支援学校 
講師：野村美奈歯科衛生士，(実習補助)西蓮寺寿恵歯科衛生士 
対象：保護者および教職員 

 5 月 31 日 第 64 回医局会 
第 53 回初診患者カンファレンス(担当：関口 浩，グリーナンせつゑ) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 

 6 月  9 日 茨城県立友部高等学校生徒 1 名センター見学 
 6 月 11 日 茨城県歯科医師会主催 第 1 回 障害児・者歯科講演会 

場所：茨城県歯科医師会館 3F 講堂 
課題：早産児・低出生体重児を知っていますか 

～小さかった赤ちゃんたちのこと、知って下さい～   
講師：今村公俊先生(土浦協同病院 新生児科部長) 

今村由紀先生(まゆみ矯正こども歯科) 
 6 月 15 日 坂東市こども発達センター主催 摂食指導研修会 

場所：坂東市こども発達センターつくし(猿島保健センター内) 
講師：野村美奈歯科衛生士 
回数：4 回(6 月 15 日，9 月 7 日，11 月 16 日，平成 30 年 1 月 18 日) 

 6 月 17 日 関口 浩歯科医師 第 2 回新生児口腔ケア研究会参加 
会場：長野県立こども病院 

 6 月 20 日 茨城歯科専門学校歯科衛生士科第 2 学年に対する障害者歯科学講義 
期間：6 月 20 日～10 月 26 日 
回数：10 回 
時間：90 分/1 回(計 15 時間) 
内容：障害者歯科総論，障害者歯科診療に応用される行動調整法，障害の種類と歯 

科的特徴，障害者と薬剤，障害者歯科における歯科衛生士の役割，障害者の 
歯科保健指導と口腔保健管理，障害者歯科におけるリスク評価と安全管理 
士の役割 

担当：関口 浩，森永桂輔 
 6 月 20 日 筑波大学医学群医学類第 4 年次学生 5 名が社会医学実習のためセンター見学 
 6 月 22 日 県立常陸太田特別支援学校主催 摂食指導研修会 

場所：県立常陸太田特別支援学校 
講師：野村美奈歯科衛生士，(実習・補助)鈴木伶菜歯科衛生士 
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 6 月 23 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 6 月 24 日 白戸美香歯科衛生士 BLS 資格取得 
 6 月 26 日 第 65 回医局会 

第 54 回初診患者カンファレンス(担当：関口 浩，景山万貴子) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 

 7 月 3 日 第 8 回関東障害者歯科臨床研究会参加 
会場：高崎市総合保健センター 

 7 月 4 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 7 月 19 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 7 月 25 日 茨城県歯科医師会主催 摂食嚥下研修会 

場所：茨城県歯科医師会館 3F 講堂 
対象：茨城県内の障害のある者に関わる職種の方 
講師：三田村佐智代 
日程・内容： 7 月 25 日 第 1 回 講義 食べるための構造とメカニズム 

8 月 22 日 第 2 回 講義 哺乳・離乳期の発達とその障害 
9 月 26 日 第 3 回 実習 摂食嚥下機能訓練の実際① 
10 月 31 日 第 4 回 実習 摂食嚥下機能訓練の実際② 
11 月 28 日 第 5 回 講義 摂食嚥下機能障害への対応 

～各障害における摂食指導の実際～ 
12 月 19 日 第 6 回 講義 摂食嚥下機能評価の方法，事例検討 

 7 月 28 日 第 66 回医局会 
第 55 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，大森勇市郎) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 

 8 月 1 日 薗部香織常勤歯科衛生士就任 
 8 月 5 日 第 7 回北関東摂食嚥下リハビリテーション研究会参加 

会場：栃木市文化会館 
 8 月 21 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 8 月 30 日 第 67 回医局会 

第 56 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

 9 月 7 日 坂東市こども発達センター主催 摂食指導研修会 
場所：坂東市こども発達センターつくし(猿島保健センター内) 
講師：野村美奈歯科衛生士 

 9 月 7 日 第 1 回センター運営委員会 
場所：茨城県歯科医師会館会議室 

 9 月 15 日 第 23 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会参加 
～16 日 会場：千葉幕張メッセ 

 9 月 25 日 第 68 回医局会 
第 57 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，景山万貴子) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

10 月 1 日 第 32 回日本小児歯科学会関東地方会大会参加 
会場：松戸市民会館 

10 月 5 日 茨城歯科技工専門学校歯科技工士科 2 学年口腔センター歯科技工見学実習開始 
期間：10 月 5 日～10 月 12 日 
時間：9 時 30 分～12 時 
内容：見学実習  
編成：1 グループ 1～2 人編成で 3 班 
回数：3 回(各班とも木・金) 
人数：5 人 

10 月 10 日 茨城歯科専門学校歯科衛生士科第 2 学年口腔センター後期臨床実習 
期間：10 月 10 日～2 月 6 日 
編成：1 グループ 4 人編成で 13 班 
回数：13 回(各班とも月・火・水・金の 4 日) 
人数：52 人 

10 月 16 日 日帰り全身麻酔下歯科診療術前カンファレンス 
10 月 19 日 第 56 回全国自治体病院学会参加 
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～20 日 会場：千葉幕張メッセ 
演題：ポスター1 題発表 

10 月 25 日 第 69 回医局会 
第 58 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，グリーナンせつゑ) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

10 月 27 日 第 34 回日本障害者歯科学会総会および学術大会参加 
～29 日 会場：福岡国際会議場 

演題：ポスター1 題発表 
11 月 6 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
11 月 16 日 坂東市こども発達センター主催 摂食指導研修会 

場所：坂東市こども発達センターつくし(猿島保健センター内) 
講師：野村美奈歯科衛生士，(補助)鈴木伶菜歯科衛生士 

11 月 24 日 第 70 回医局会 
第 59 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，大森勇市郎) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

11 月 28 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
11 月 30 日 県立常陸太田特別支援学校主催 摂食指導研修会 

場所：県立常陸太田特別支援学校 
講師：野村美奈歯科衛生士，(実習・補助)鈴木伶菜歯科衛生士 

12 月 8 日 茨城県歯科専門学校歯科衛生士科第 3 学年国家試験対策補習講義 
回数：1 回 
時間：90 分 
内容：障害者歯科学 
担当：関口 浩 

12 月 14 日 水戸・土浦センター合同忘年会(於：土浦・くいもの屋とりせい) 
12 月 20 日 茨城歯科専門学校歯科衛生士科第 3 学年に対する摂食嚥下指導講義 

期間：12 月 20 日～平成 30 年 1 月 12 日 
回数：10 回 
時間：90 分/1 回(計 15 時間) 
内容：摂食指導に必要な解剖とメカニズム，摂食嚥下機能の発達，発達期における 
摂食嚥下障害，成人期・老年期における摂食嚥下障害，間接訓練，直接訓練，臨床 
的検査方法 
担当：三田村 佐智代 

12 月 20 日 茨城県歯科専門学校歯科衛生士科第 3 学年国家試験対策補習講義 
回数：1 回 
時間：90 分 
内容：摂食嚥下訓練 
担当：三田村 佐智代 

12 月 20 日 県立常陸太田特別支援学校主催 摂食指導研修会 
場所：県立常陸太田特別支援学校 
講師：野村美奈歯科衛生士，(実習・補助)白戸美香歯科衛生士 

12 月 25 日 第 71 回医局会 
第 60 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，景山万貴子) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

12 月 27 日 センター仕事納め 
 
平成 30 年 
 1 月 5 日 センター仕事始め 
 1 月 18 日 坂東市こども発達センター主催 摂食指導研修会 

場所：坂東市こども発達センターつくし(猿島保健センター内) 
講師：野村美奈歯科衛生士，(補助)白戸美香歯科衛生士 

 1 月 29 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
1 月 31 日 第 72 回医局会 

第 61 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，グリーナンせつゑ) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
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レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 
 2 月 8 日 ひたちなか市社会福祉協議会主催 摂食指導研修会 

場所：ひたちなか市総合福祉センター 
講師：野村美奈歯科衛生士，鈴木伶菜歯科衛生士 

2 月 8 日 第 2 回センター運営委員会 
場所：茨城県歯科医師会館会議室 

 2 月 9 日 茨城歯科専門学校歯科衛生士科第 1 学年の臨床実習前オリエンテーション 
担当：関口 浩，野村美奈 

 2 月 11 日 薗部香織歯科衛生士 BLS 資格取得 
 2 月 18 日 第 8 回北関東摂食嚥下リハビリテーション研究会参加 

会場：茨城県総合福祉会館 
 2 月 23 日 第 73 回医局会 

第 62 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩，大森勇市郎) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

 2 月 23 日 茨城県歯科専門学校歯科衛生士科第 1 学年生徒見学実習 
期間：2 月 23 日～3 月 15 日 
編成：1 グループ 4～5 人編成で 9 班 
回数：9 回(各班とも火，水，木，金のいずれか 1 日) 
人数：43 人 

 2 月 25 日 第 26 回茨城県歯科医学会参加 
会場：水戸プラザホテル 
演題数：ポスター1 題，一般口演 5 題 
障害児・者歯科講演会 
課題：障害者の歯周病の原因と治療の実際 
講師：関野 仁先生(東京都立心身障害者口腔保健センター診療部 治療室長) 

3 月 5 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 3 月 10 日 認定こども園主催 摂食指導研修会 

場所：御前山認定こども園 
講師：野村美奈歯科衛生士 

 3 月 12 日 愛媛県歯科医師会会長、他 4 名が全身麻酔下歯科診療見学のためセンター来訪 
 3 月 15 日 荒木益代滅菌非常勤洗浄，受付事務係退職 
 3 月 19 日 日帰り全身麻酔術前カンファレンス 
 3 月 19 日 第 74 回医局会 

第 63 回初診患者ケースカンファレンス(担当：関口 浩) 
医療安全報告・検討会(担当：鈴木伶菜) 
レセプト審査結果報告(担当：野村美奈) 

 3 月 31 日 薗部香織常勤歯科衛生士退職 
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 10．録 事 
 

Ⅱ．口腔センター土浦 
 
平成 29 年 
 4 月 27 日 ベーシックコース見学 

平山歯科衛生士，松田歯科衛生士(午前，午後) 
実務者会議 坂巻出席 

 5 月 15 日 ベーシックコース見学 
平山歯科衛生士，松田歯科衛生士(午後) 

 5 月 18 日 備品監査 
 5 月 24 日 放射線漏洩検査 
 5 月 25 日 実務者会議 坂巻出席 
 6 月 8 日 ベーシックコース見学 

平山歯科衛生士，松田歯科衛生士(午後) 
 6 月 15 日 ベーシックコース見学 

平山歯科衛生士，松田歯科衛生士(午後) 
 6 月 29 日 ベーシックコース見学 

平山歯科衛生士，松田歯科衛生士(午前，午後) 
 7 月 2 日 関東障害者歯科研究会 

場所：群馬高崎総合保健センター 
出席：坂巻，引地 

 7 月 13 日 ベーシックコース見学  
平山歯科衛生士，松田歯科衛生士(午前，午後) 

 7 月 20 日 保険診療集団指導  
場所：つくばカピオ 
出席：坂巻 

 7 月 27 日 口腔センター土浦移設打ち合わせ 
 8 月 10 日 夏季休暇 
～16 日 

 8 月 24 日 実務者会議 坂巻出席 
 9 月 7 日 第 1 回センター運営委員会 

場所：歯科医師会館 
出席：丸山，坂巻 

 9 月 15 日 第 23 回日本摂食リハビリテーション学会 
場所：幕張メッセ 
出席：坂巻 

10 月 19 日 実務者会議 坂巻出席 
10 月 25 日 センター土浦休診，移設準備，移設 
～26 日 

10 月 27 日 第 34 回日本障害者歯科学会 
～29 日 場所：福岡 

出席：坂巻，引地 
11 月 1 日 口腔センター土浦 移設後再開 
11 月 2 日 開所式 内覧会 
11 月 9 日 征矢 学 非常勤歯科医師就任 
11 月 14 日 茨城歯科専門学校 3 年生 関根さん見学 
11 月 16 日 実務者会議 坂巻出席 
11 月 20 日 森永歯科医師会会長，山田参与 土浦保健所に来所 
11 月 21 日 建物登記の為の計測写真撮影，司法書士 長谷川さん 
12 月 14 日 口腔センター水戸，土浦合同忘年会(くいものやとりせい) 
12 月 21 日 基金での購入備品(ユニット，キャビネット)確認のため 
      県保険予防課より来センター 
12 月 28 日 征矢先生による静脈内鎮静法に関する講演その１ 

仕事納め 
 
平成 30 年 
 1 月 10 日 仕事はじめ  
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征矢先生による静脈内鎮静法に関する講演その 2 
 1 月 25 日 静脈内鎮静法による歯科治療開始 
 1 月 28 日 茨城県歯科医師会主催 障害児･者講演会 

演題：発達障害の理解と支援 
講師：十川奈緒子先生(臨床心理士 我孫子市こども発達センター) 
場所：霞ヶ浦医療センター 

 2 月 8 日 大串圭太先生見学 
第 2 回センター運営委員会 
場所：歯科医師会館 
出席：丸山，坂巻 

 2 月 21 日 張山朋美さん(歯科衛生士)見学 
 2 月 25 日 第 26 回歯科医学会 
 3 月 2 日 張山朋美歯科衛生士就任 
 3 月 19 日 桑原敦子先生見学 
 3 月 22 日 診療報酬改定説明会  

場所：ノバホール 
出席：坂巻 

 3 月 26 日 伊藤 梓先生退職 
伊藤先生送別会(於：チプレッソ) 
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11．編集後記 
	
 
▶「(新)口腔センター土浦」開院 
 口腔センター土浦の新施設が完成し，平成 29 年 11 月 2 日には開所式が行われ業務を開始い
たしました。(旧)口腔センター土浦は，平成 3 年に土浦市保健センター１階の一画に開設されま
したが，当時からパノラマエックス線撮影装置を設置する場所がなく，また摂食嚥下リハビリテ
ーションを行う際には床にシートを敷き座って行うなど狭い環境下で業務を行わなければなら
ない状況でした。平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の際には壁側の卓上に設置して
いたすべての器械・器具が床に落下する事故が発生しました。幸い患者・スタッフに怪我はあり
ませんでしたが，安心で安全な歯科診療が行える環境が整った新しい口腔センターの開設が望ま
れていました。 
 また、開設に伴い、新たに歯科麻酔医がスタッフに加わりました。これまで口腔センター土浦
から口腔センター水戸に紹介されていた薬物対応の患者は，口腔センター土浦での対応が可能と
なることから，患者・保護者にとって地元で治療を受けられるようになり，患者受入体制の強化
に繋がることで喜ばしい限りです。 
 設備および機能が拡充された(新)口腔センター土浦は，口腔センター水戸と同様に茨城県にお
ける障害児・者歯科治療施設として中核的な役割が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最後に，本誌の編集に際して，ご協力いただいた口腔センター水戸および口腔センター土浦の
スタッフ各位に感謝を申し上げます。 
 

平成 30 年 3 月 31 日 
口腔センター水戸 

 関口 浩 
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